
所属 氏名 所属 氏名

第　２０１回 1993年5月18日 早期胃癌の内視鏡的治療 北里大東病院外科 比企　能樹 症例　胃癌化療著効例 昭和大豊洲

第　２０２回 1993年6月15日 臨床試験におけるサンプルサイズ 東大免疫学 大橋　靖雄 症例　乳癌化療例 杏雲堂 佐藤

第　２０３回 1993年7月20日
シスプラチン・カルボプラチンの併用
療法

癌研　婦人科 陳　瑞東 症例　肝転移を伴う結腸癌 青梅市立 佐藤

第　２０４回 1993年9月21日
生薬ガマ油から抽出したセンソ成分
ブファリンのヒト白血病細胞に対する
強力な分化誘導作用

昭和大薬学部 黒岩　幸雄 癌転移の研究 癌研 塚越　茂

第　２０５回 1993年10月19日
消化器癌化学療法の
biochemicalmodulation

埼玉がんセンター 赤沢　修吾

第　２０６回 1993年11月16日 癌と悪液質
癌研究会　化学療法
センター

片岡　達治 癌患者とPGE２と免疫パラメーター 帝京大 込田

話題の新抗癌剤
（司会仁井谷久暢　日医大４内）

BOF－Ａ２ 阪大 田口　鐵男

ＣＰＴ－１１ 帝京大４内 古江　尚

第　２０８回 1994年2月15日 癌悪液質と代謝異常 鳥取大分子生物学 遠藤　英也

第　２０９回 1994年3月15日
回転デジタルシステムの開発とメタ
リック・ステント

日医大　放射線 隈崎　達夫 CDDP-Etoposide併用実験

第　２１０回 1994年4月19日 アポトーシスによる細胞障害機構 順大免疫学 加藤　和則
会計報告（渡辺　竜王温
泉病院）

第　２１１回 1994年5月17日 CDDPの少量連日投与 癌研　婦人科 清水　敬生

第　２１２回 1994年6月21日 フルツロンとサイトカイン 阪大 田口　鐵男 胃内分泌細胞癌の化療例 順大 岩崎

第　２１３回 1994年7月19日 肺癌の生物学的特性と化学療法 日医大４内 仁井谷　久暢 悪性リンパ腫の超音波エコー
群馬がんセン
ター

秋谷

1994年9月1日
会長交代
仁井谷久暢→栗原稔

第　２１４回 1994年9月20日 温熱療法　最近の話題
福井医大放射線基
礎医学

加納　永一 癌性疼痛の解析装置
獨協大越谷　呼
吸器内科

第　２１５回 1994年10月18日
ロイコボリンと５ＦＵの併用、最近の動
向

都立駒込　化学療法
科

佐々木常雄 ＣＤＤＰの腹腔内投与の工夫 昭和大藤が丘 生田目

第　２１６回 1994年11月15日
細胞周期解析の癌化学療法における
問題点

岩手大　産婦人科 西谷　巌
塩酸ドキソルビシンの腫瘍内濃度に対する通電およ
び気功の影響

昭和大　１内 中島　宏昭

第　２１７回 1995年1月17日
皮膚進行性悪性黒色腫の化学療法
の現状

石原診療所 石原　和之 新年会(ホテル国際観光）

第　２１８回 1995年2月21日 がんは免疫で治るか
千大高次機能制御
研究センター

谷口　克 進行胃癌に対するＣ－ＦＭＰ療法の検討
北里大東病院
内科

小泉　和三郎
今回より会場を八重洲倶
楽部第一会議室に変更

第　２１９回 1995年3月14日 癌細胞の分化誘導とＡpoptosis 元埼玉がんセンター 穂積　本男
獨協医大東病院
１内

加藤　史郎

演者
その他・連絡会　 開催年月日 研究会又は招待講演

演者
話題提供

第　２０７回 1994年1月18日
新年会（癌と化学療法社

会議室）



第　２２０回 1995年4月18日
乳癌患者のＱＯＬ評価と治療への応
用

川崎医大　内分泌外
科

下妻　晃二郎 肺癌患者の血管病変 国療東京 田村　厚久
会計報告（渡辺　竜王温
泉病院）

第　２２１回 1995年5月16日
末梢血幹細胞移植を用いた癌細胞の
化学療法

都立駒込　化学療法
科

向山　雄人 温水動注化学療法の基礎と臨床について 国立郡山 佐藤　忠比古

第　２２２回 1995年6月20日
発癌予防の臨床計画－特に肝発癌と
レチノイド

岐阜大　１内 武藤　泰敏 肺結核肺全摘術後に発生した胸壁腫瘍の一例
東京医大八王子
医療センター

平良　修

第　２２３回 1995年7月18日 癌転移の分子機構 東大栄養学 久保田俊一郎 大腸癌患者における便中胆汁酸測定の診断的意義 順大　１外 鎌野　俊紀

第　２２４回 1995年9月12日 前立腺癌の治療 日医大第一病院 伊藤　博 ＴＥＡ 青梅市立　外科 山田　忠義

第　２２５回 1995年10月24日 重粒子線治療について
放射線医学総合研
究所　重粒子治療セ
ンター

森田　晧三 担癌宿主末梢血類粒球内のリゾチーム活性 横須賀共済 谷口　猛

第　２２６回 1995年11月21日
わが国の人口の消長、その要因とが
ん死亡、罹患の動向　－２１世紀への
対応を考えながら

愛知県がんセンター 青木　国雄
ＣＤＤＰ・ＶＰ１６が奏効した場合　－癌性リンパ管炎
（肺原発腺癌）の一例

塩谷総合病院 端迫　清 規約改正について

第　２２７回 1996年1月23日 臨床試験のあり方を考える 大分医大臨床薬理 中野　重行 腎不全患者における５ＦＵの血中濃度 都立駒込 佐々木常雄 新年会(ホテル国際観光）

第　２２８回 1996年2月20日
癌患者の神経内分泌免疫相関とその
意義

聖マリアンナ医大 星野　孝
次回治験　遷延性悪心・嘔吐に対する経口５HT３受
容体拮抗剤＋経口ステロイド剤の有効性の検討につ
いて

第　２２９回 1996年3月19日 昭和大学における治験審査の現状 昭和大　第2薬理 安原　一
２５周年記念行事計画報告
東京がん化学療法研究会新事務所開設について

古江実行委員長
仁井谷　久暢

第　２３０回 1996年4月16日
血小板増加因子トﾛﾝﾎﾞﾎﾟｲｴﾁﾝ
（throbopoietin)の基礎と臨床

東大　医科研 東条　有伸
２５周年記念実行委員会(国際観光ホテル２Ｆエーボ
ン）

1996年4月30日
東京がん化学療法研究会の細則に
ついて
(於　昭和医大豊洲病院）

栗原・仁井谷・塚
越・渡辺

第　２３１回 1996年6月18日 医者が肺癌になったとき 国療村松晴嵐荘 柳内　登
事務員　佐藤、島田→三
田紹介

　CDDP＋OK432腹腔内注入療法 獨協医大越谷

第　２３３回 1996年9月17日
ﾃﾛﾒﾗｰｾﾞ阻害剤は癌化学療法の新し
いターゲットとなりうるか？

協和発酵工業医薬
品開発センター

井上　謙吾 ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝの実験的肺転移に及ぼす影響 日医４内
渋谷昌彦　　　　　　工
藤翔二

事務員　吉田紹介

鶴見大歯学部細菌
学

藤田　浩

　　　　　　　　　1996年2月8日　　　　東京がん化学療法研究会の今後について　　　　(於　癌と化学療法社）　　　栗原会長・仁井谷・塚越・渡辺・島田

　　　　　　　　　1996年3月19日　　　　　　　　２５周年記念実行委員会(国際観光ホテル２Ｆエーボン）　　　　古江・渡辺・谷口・島田

(4月１日　東京都港区芝大門２－４－８　ﾒﾋﾞｳｽﾋﾞﾙ２Fに事務所開設）

５月休会

第　２３２回 1996年7月16日 ソリブジンと５ＦＵの併用を巡って
会則変更について(事業担当責任者および委員、総務担当、財務担当をおく。監事を2名にす
る。顧問若干名をおく）

25周年事業の公開市民講座中止について(仁井谷)
(記念誌は渡辺を中心として続行する）



第　２３４回 1996年10月15日 癌治療と染色体異常
埼玉県立がんセン
ター

櫻井　雅温 乳癌の化学療法 都立駒込 富永
会則変更(施設会員を廃
止し、全て個人会員とす
る。）

第　２３５回 1997年1月21日
ＣＰＴ－１１の臨床使用の工夫－重大
な副作用を回避する投与法

日医大４内 小林　国彦

The First Tokyo Forum of New Anticancer Drugs
（TFNAD)について
ICH-GCPについて（監査担当適格者登録の件趣旨説
明）
事業部の治験登録依頼の状況について（仁井谷）

新年会(八重洲大飯店）

第　２３６回 1997年2月18日
薬効及び副作用発現の個人差と
P450遺伝多型ー癌化学療法及びそ
の周辺薬剤との関係

千大薬学部 千葉　寛 癌転移抑制剤の臨床評価法（案）について
臨床薬理開発研
究会

塚越　茂

第　２３７回 1997年3月18日
副作用軽減を意識した化学療法の話
題－５FUのBiochemical modulationを
中心に－

大鵬薬品 白坂　哲彦 胃切後患者における経口抗癌薬投与の問題
自治医大臨床薬
理

小林　英司
「GCPによる監査担当適
格者リスト（東京がん化学
療法研究会推薦）」発売

1997年3月28日

第　２３８回 1997年4月15日 ハイパーサーミアの現状と展望 日大　放射線 田中　良明 肺癌領域における話題の新抗癌剤 東京がん化療 仁井谷 久暢

第　２３９回 1997年5月20日 癌のChemoprevention
埼玉県立がんセン
ター

藤木　博太 服部内科 服部　隆延
The １ｓｔ TFNAD　会告配
布

会計報告（塚越）

監査報告（渡辺）

事業報告（仁井谷）

進行期メラノーマ(小児)の症例
皮膚がん予後統
計研

石原　和之
The １ｓｔ TFNAD　第2回
会告配布

「臨床期に関するアンケート」集計結果報告

第　２４２回 1997年9月16日 管腔内照射療法
国立国際医療セン
ター放射線

伊丹　純
高カルシウム血症ならびにPTH関連蛋白高値を呈し
た肺扁平上皮癌の3例

君津中央病院
中村　晃
福山　悦男

The 1st TFNAD　開催報
告
The ２nd TFNADは1999
年8月27日(金)予定

第　２４３回 1997年10月21日
ｽｷﾙｽ胃癌の病態と腹膜播腫に関す
る諸問題

大阪市大１外 曽和　融生 群馬大１内 湊　浩一 第１回　TFNAD決算報告

第　２４４回 1997年11月18日
エイズの現況とその対策－腫瘍免疫
への展開を求めて－

日医大微生物学免
疫学

高橋　秀実 進行食道癌の化学、放射腺療法の工夫
大宮赤十字病院
外科

諏訪　敏一

11月例会は八重洲倶楽部改装とアジア癌学会のため休会

1996年11月26日　第2回役員会　東京がん化学療法研究会事務所

第　２４０回 1997年6月17日
抗癌剤耐性因子の解析と臨床への
応用

広島大　原爆放射能
医研分子情報

西山　正彦

第　２４１回 1997年7月15日 がん遺伝子の発見
昭和大腫瘍分子生
物学研

黒木　登志夫

1997年8月29日　　　　　　　The First Tokyo Forum of New Anticancer Drugs開催　（於：全社協灘尾ホール）

(１２月休会）

第1回TFNAD実行委員会　（於　八重洲倶楽部）　実行委員長：仁井谷 久暢　就任



第　２４５回 1998年1月20日
乳癌の内分泌療法－最近のトピック
ス

都立駒込病院　外科 富永　健
事務員　南紹介
新年会(国際観光ホテル）

第　２４６回 1998年2月17日
悪性腫瘍に対する遺伝子治療－腎
細胞がんに対する免疫遺伝子治療を
中心として

東大医科研内科 谷　憲三朗
動注化学療法により骨組織に分化誘導して治癒した
と考えられた進行上顎癌症例

東京都済生会中
央病院耳鼻咽喉
科

田路　正夫

第　２４７回 1998年3月17日 食道癌のＣhemoradiation 公立昭和病院　外科 小西　敏郎
昭和大豊洲　消
化器科

佐藤　温

第　２４８回 1998年4月21日 癌の個性診断と癌治療
東大医科学研究所
ヒトゲノム解析セン
ター

中村　祐輔 順大消化器科 岩崎　良三

第　２４９回 1998年5月19日 癌悪液質の治療法
癌研癌化学療法セ
ンター

片岡　達治 会計報告(塚越）

第　２５０回 1998年6月16日 ＭＤＲ－１　遺伝子治療
癌研究会附属病院
癌化学療法センター
臨床部

相羽　恵介 腎透析患者への肺がん化学療法
千葉大呼吸器内
科

長尾　啓一

第　２５１回 1998年7月21日 前立腺癌　最近の話題
筑波大学臨床医学
系泌尿器科

赤座　英之 新しい細胞微小管合成阻害剤ＴＺＴ－１０２７について
東京がん化学療
法研究会

仁井谷　久暢 事務員　　吉川紹介

第　２５２回 1998年10月20日 抗がん剤の臨床薬理学研究の現状
国立がんセンター東
病院

佐々木　康綱
大腸癌スクリーニングとしての便中胆汁酸測定の意
義

順大　１外 鎌野　俊紀

第　２５３回 1998年11月17日 ＤＤＳを利用した癌化学療法 都立駒込病院 高橋　俊雄 炎症性ポリープに発生した盲腸癌の一例
佐々木研究所杏
雲堂病院

松崎　淳
The ２nd TFNAD 案内資
料配布

第　２５４回 1999年1月19日 ICH統計ガイドラインの中身について
統計数理研究所　領
域統計研究系

佐藤　俊哉
新年会（ホテル国際観
光）

日医大4内 小林　国彦

日医大4内 渋谷　昌彦

第　２５６回 1999年3月16日 消化器癌化学療法・最近の進歩
国立がんセンター東
病院　消化器科

大津　敦
切除不能胆道癌に対する温熱・化学・放射線併用療
法の経験

都立駒込　消化
器内科

石渡　淳一

第　２５７回 1999年4月20日 食道癌の集学的治療 群馬大学第1外科 桑野　博行 併用投与の問題点
帝京大溝口病院
第4内科

古江　尚

第　２５８回 1999年5月18日
シスプラチン併用化学療法の効果増
強のための工夫・・・連日少量投与法
について

癌研病院　産婦人科 清水　敬生 肺癌と肺結核症
国立療養所東京
病院呼吸器科

田村　厚久

第　２５９回 1999年6月15日 肝がんの治療について
東京大学大学院医
学系研究科消化器
内科

小俣　政男 会計報告（塚越）

（８月休会）

（９月休会）

（１２月休会）

第　２５５回 1999年2月16日 ＣＰＴ－１１の新しい副作用対策 CPT-11に関する共同研究について
東京がん化学療
法研究会

栗原　稔

（7月休会　祝日のため）



臨時例会 1999年8月17日
Key Endpoints of Oncology Clinical
Study Design and Conduct According
to Western GCP Standards

MD Ａｎｄｅｒｓｏｎ
Richerd Pazdur
M.D.－MD

Nippon Development：A New Type of Japanese CRO
Commonwealth
Pharmaceutical
Partners,LL

Jeffrey　D
Wager,M.D.

本来8月は休会である
が、臨時例会として東京
ステーションホテル２F牡
丹の間で開催した

第　２６０回 1999年9月21日 大腸癌とポリープの関係
昭和大附属豊洲病
院消化器科

松川　正明 症状からでは疑えなかった胆道癌
昭和大学第２内
科

田口　進

第　２６１回 1999年10月19日 癌治療への細胞治療の応用
キリンビール株式会
社医薬事業本部

下坂　皓洋
肝硬変合併　肝細胞癌患者に対する動注化学療法の
問題点

千葉大学医学部
第１内科

吉川　正治 事務員：江渡紹介

第　２６２回 1999年11月16日 肝動注化学療法の現況
愛知県がんセンター
放射線診断部

荒井　保明
複数回の末梢血幹細胞移植を行った難治性　Germ
cell tumor の３例

東京都立駒込病
院化学療法科

佐々木常雄

第　２６３回 2000年1月18日
内視鏡生検組織による抗癌剤感受性
試験

岩手医科大学第１外
科

寺島　雅典
新年会　（大丸ルビー
ホール）

第　２６４回 2000年2月15日
ＣＰＴ－11代謝酵素の遺伝子多型と
化学療法有害反応

国立名古屋病院　呼
吸器科

坂　英雄 ＭＡＬＴｏｍａの治療
東京大学医学部
附属病院分院第
４内科

峯　徹哉

第　２６５回 2000年3月21日 血管新生阻害剤の開発の現状
大鵬薬品工業株式
会社創薬センター第
一がん研究所

山田　雄次 構造の活性相関－アンスラサイクリン系 鶴見大歯学部 藤田　浩

第　２６６回 2000年4月18日
日米欧における抗癌剤の臨床開発－
ＣＰＴ－11の場合－

株式会社ヤクルト本
社　医薬品部

寺田　清 当院におけるＣＰＴ－11・ＣＤＤＰ併用療法
昭和大学藤が丘
病院産婦人科

清水　篤

第　２６７回 2000年5月16日
ＥＢＭから見た卵巣癌治療と最近の
動向

東京慈恵会医科大
学附属柏病院　産婦
人科

安田　允
胃癌におけるＴＰ／ＰＤＥＣＧＦの局在とフルツロンの
抗腫瘍効果

北里大学東病院
消化器科

小泉　和三郎

第　２６８回 2000年6月20日
ヘリコバクターピロリ菌と胃癌につい
て

都立駒込病院　消化
器内科

榊　信廣 会計報告（塚越）

第　２６９回 2000年7月18日
サイコオンコロジ－：ガン医療におけ
る心の医学

国立がんセンター研
究所支所　精神腫瘍
学研究部

内富　庸介
超音波内視鏡による放射線・化学療法における効果
判定（特に食道癌、胃悪性リンパ腫）

群馬県立がんセ
ンター消化器内
科

秋谷　寿一

第　２７０回 2000年9月19日 乳癌治療の現状と展望
昭和大学豊洲病院
乳癌検診・治療セン
ター

富永　健
直腸病変に対する経肛門的内視鏡下マイクロサー
ジェリー

東京慈恵会医科
大学青戸病院
外科

柵山　年和

第　２７１回 2000年10月17日 大腸癌術前化学療法の有用性
日本大学医学部第３
外科

藤井　雅志
血清ＫＬ－ｂ．ＣＡ19－9・ＣＥＡ値に対するルイス血液
型・糖尿病の影響

獨協医科大学越
谷病院　呼吸器
内科

一和田　俊男

第　２７２回 2000年11月21日
胃癌の腹膜転移に対する腹腔内化
学療法

東京都立駒込病院
外科

荒井　邦佳 メラノーマ進行期のワクチン療法
昭和大学豊洲病
院　皮膚科

石原　和之 事務員　畠紹介

第　２７３回 2001年1月16日 大腸癌のワクチン療法
東京大学医科学研
究所　外科

角田　卓也
新年会（大丸ルビーホー
ル）
事務員　江渡、三浦紹介

1999年8月27日　　　　　　　　　　 The Second Tokyo Forum of New Anticancer Drugs開催　（於：ヤクルトホール）

（１２月休会）

                    2000年7月24日～28日　　　　　　　　　　第1回　臨床腫瘍夏期集中セミナー　（於：JAビル8階　国際会議室）

(8月休会）

（１２月休会）



第　２７４回 2001年2月20日
米国ＦＤＡ抗腫瘍薬部における承認
審査の過程とトピックス

東京大学医科学研
究所　内科心療科

長村　文孝 日本人のＤＰＤ遺伝子多型の解析と副作用との関連
埼玉県立がんセ
ンター　消化器
科

山口　研成

例会前、栗原　仁井谷
塚越　古江　工藤　渡辺
藤田　渋谷（８名）でＮＰＯ
の申請について協議→申
請することを例会にて会
員に伝える
会長交代　栗原　稔→工
藤翔二

第　２７５回 2001年4月17日
我が国におけるオーダーメイド治療の
問題点

国立がんセンター中
央病院　放射線治療
部

西條　長宏 化学療法に著効した胃悪性リンパ腫の症例記録
社会保険中央病
院　内科

浜田　勉

例会前、工藤　栗原
佐々木　塚越　長尾　仁
井谷　福山　藤田　古江
渡辺　渋谷　吉村でＮＰＯ
の申請につき、各役員の
選出を審議し、理事長：
仁井谷　副理事長：塚越
（財務担当）理事：工藤
（月例会会長）　栗原（学
術・研究担当）　長尾（学
術・研究担当　監事：福山
佐々木　顧問：古江 渡辺
藤田と決定し例会にて会
員に伝える

第　２７６回 2001年6月19日 肝転移の病態と治療戦略
昭和大学医学部　第
２外科

草野　満夫 骨吸収マーカーを用いた肺癌骨転移の補助診断
東京医科大学
霞ヶ浦病院　第５
内科

中村　博幸

ＴＦＮＡＤ・臨床腫瘍夏期
集中セミナー・ＮＰＯにつ
いて（仁井谷）
事務員　川原紹介

第　２７７回 2001年7月17日
膵癌の治療
－現状とわれわれの工夫－

熊本大学医学部　第
２外科

小川　道雄 会計報告（塚越）

2001年8月17日　ＮＰＯ
（特定非営利活動法人）
承認される

第　２７８回 2001年9月18日
日本における胃癌化学療法の進歩
－標準的治療の確立は可能か？－

大阪医科大学　第２
内科

瀧内　比呂也 大腸癌肺転移に対するイリノテカン使用の経験
佐々木研究所附
属杏雲堂病院
外科

岩間　毅夫

臨床腫瘍夏期集中セミ
ナー終了報告（仁井谷）
ＴＦＮＡＤ終了報告（栗原）
ＮＰＯ承認について（仁井
谷）

第　２７９回 2001年10月16日
話題の分子標的治療薬ＳＴＩ-５７１に
ついて

東京医科大学　第一
内科

田内　哲三 潰瘍性大腸炎に合併した癌２症例について
大宮赤十字病院
内科

崎村　恭也

（３月休会　祝日のため）

（５月休会　先生方学会のため）

　　　　　　　　　　2001年7月27日～28日　　　　　　　第2回　臨床腫瘍夏期集中セミナー　（於：全共連ビル4階　中会議室）

　　　　　　　　　　2001年8月31日　　　　　　　　　　　The Third Tokyo Forum of New Anticancer Drugs　開催　（於：ヤクルトホール）

(８月休会）



第　２８０回 2001年11月20日
抗癌剤のクリアランスにおける代謝酵
素と輸送蛋白の多型性

国立がんセンター中
央病院　呼吸器内科

関根　郁夫 高齢者（８０歳以上）肺癌に対する治療の検討
東京都立駒込病
院　呼吸器内科

家城　隆次

ＴＣＯＧ主催による臨床試
験について（仁井谷）
ホームページ作成の件
（仁井谷）　臨床試験支援
体制の件（仁井谷）　特非
ＴＣＯＧ臨時総会開催定
款改定の件（仁井谷）

第　２８1回 2002年1月15日
抗癌剤耐性の分子機構
－最近の話題と展望－

長崎大学大学院　医
学研究科感染分子
病態学講座感染生
理制御学分野（第２
内科）

岡　三喜男

定款改訂の件について
（仁井谷）　TCOGによる
非小細胞肺癌に対する自
主研究の開始について
（仁井谷）　新年会（大丸
ルビーホール）

第　２８２回 2002年2月19日
日本人の＜肝炎・肝硬変・肝癌＞複
合
－20年間1000症例の教えたもの－

静岡県立総合病院
消化器科

伊藤　和樹
免疫比濁法による各種胸水および血清中のビタミンD
結合蛋白値の測定

獨協医科大学越
谷病院　呼吸器
内科

濱島　吉男

TCOG事業の責任分担に
ついて（仁井谷）　学術研
究担当委員の増員につ
いて（仁井谷）

第　２８３回 2002年3月19日

低侵襲・根治療法としての重粒子線
治療
－人に優しく、手術に匹敵する根治療
法をめざして

重粒子医科学セン
ター病院　第一治療
室

加藤　博敏 年会費について（仁井谷）

第　２８４回 2002年4月16日
薬物治療におけるテーラーメイド医療
－臨床薬理学者の視点から－

北里大学医学部薬
理学診療　北里大学
東病院治験管理セ
ンター臨床薬理試験
研究室

熊谷　雄冶
メラノーマに対する遺伝子銃を用いたDNAワクチン療
法

自治医科大学歯
科口腔外科学講
座

王　軍

第　２８５回 2002年6月18日 造血器腫瘍－最近の治療
東京医科大学　第一
内科

木村　之彦
第３回臨床腫瘍夏期集中
セミナーについて（塚越）
会計報告（塚越）

第　２８６回 2002年7月16日
小細胞肺癌に対する化学療法の現
状

神奈川県立がんセ
ンター　呼吸器内科

野田　和正
再発卵巣癌に対するT-J（Paclitaxel－Carboplatin）
Biweekly療法

日本医科大学附
属第二病院　女
性診療科

小西　英喜
第３回臨床腫瘍夏期集中
セミナー準備状況につい
て（塚越）

第　２８７回 2002年9月17日 ミニ移植による固型腫瘍の治療
国立がんセンター中
央病院　薬物療法部

高上　洋一 当センター腫瘍内科における外来化学療法の現況
千葉県がんセン
ター　腫瘍 血液
内科

五月女　隆
来年1月からの当番世話
人について

第　２８８回 2002年11月19日
がん診療におけるInterventional
Radiologistの役割

鳥取赤十字病院　放
射線科

井隼　孝司
非小細胞肺癌に対するVNR・TXT・CDDP術前化学療
法

東京医科大学八
王子医療セン
ター　胸部外科

平良　修

（１２月休会）

（５月休会　先生方学会のため）

(８月休会）

(10月休会　先生方学会のため）



第　２８９回 2003年1月21日
婦人科悪性腫瘍：治療効果と再発の
画像診断

神戸大学大学院　医
学系研究科　生体情
報医学講座　放射線
医学分野

杉村　和朗
新年会（大丸ルビーホー
ル）

第　２９０回 2003年2月18日 胃癌術後補助化学療法－Ｐｒｏ－

広島大学原爆放射
線医科学研究所附
属　国際放射線情報
センター

金　隆史
～招待講演～
胃癌術後補助化学療法－Ａｇａｉｎｓｔ－

国立がんセン
ター中央病院
外科

佐野　武

第　２９１回 2003年3月18日 前立腺がんの診断と治療
昭和大学医学部附
属病院　泌尿器科

深貝　隆志 膵腺扁平上皮癌の一例
佐々木研究所附
属杏雲堂病院
消化器科

古田　武慈
アンケートの集計結果に
ついて（工藤）

第　２９２回 2003年4月15日
分子標的治療薬評価のための臨床
試験の方法論

国立がんセンター研
究所　がん情報研究
部

福田　治彦
難治癌に対するミニ移植の経験－後方支援の立場か
ら－

佐々木研究所附
属杏雲堂病院
院長

高橋　俊雄
第４回東京フォーラム
（TFND）開催延期につい
て（塚越）

第　２９３回 2003年5月20日 中国における最新の医薬品開発
テムリック株式会社
会長

見取　功 当科で行っている膵動注化学療法の実際
埼玉県立がんセ
ンター　消化器
科

島村　智宗 事務員：藤原紹介

第　２９４回 2003年6月17日 肺癌治療の世界的動向：日米欧比較
国立がんセンター東
病院　呼吸器科

久保田　馨 乳癌におけるＤｏｃｅｔａｘｅｌのWeekly投与法
昭和大学附属豊
洲病院　外科

黒井　克昌

第　２９５回 2003年7月15日
わが国の臨床試験の現状　日米臨床
試験の比較

北里大学大学院　臨
床統計部門

竹内　正弘 会計報告（塚越）

第　２９６回 2003年9月16日
大腸癌患者に対する尿中ポリアミン
測定の意義

東京都立駒込病院
外科

高橋　慶一 癌化学療法のパスの効果と問題点
NTT東日本関東
病院　外科

野家　環

第　２９７回 2003年11月18日
抗癌剤感受性規定因子の遺伝子発
現からみた消化器癌化学療法の個別
化

埼玉医科大学　外科
学

市川　度 肺がん末期のびまん性陰影２症例
JR東京総合病院
呼吸器内科

星　作男

第　２９８回 2004年1月20日 臨床試験実施上の留意点

昭和大学医学部第
二薬理学　昭和大学
病院臨床試験支援
センター　センター長

内田　英二
新年会（大丸バンケット
ルームくじゃく）

第　２９９回 2004年2月17日
IVRと外来動注化学療法、独立開業
の試み

たかやすクリニック
院長　康雄会西病院
低侵襲治療センター
センター長

高安　幸生 早期胃癌の内視鏡治療
昭和大学附属豊
洲病院　消化器
科

松川　正明

第　３００回 2004年3月16日
緩和医療の現状と問題点－治療に伴
う苦痛の緩和を中心に－

国立がんセンター中
央病院　緩和ケア科
医長

下山　直人
2003年度総会：
1）定款改訂に関する件
2）その他

（１２月休会）

(８月休会）

(10月休会　先生方学会のため）

（１２月休会）


